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仕上拾いの「階S」及び「階E」の使い方

仕上拾いにある「階S)]及び「階E」は、「階倍」という機能で使用します。

上記例の場合、１階から３階まで、全く同じ内容の「事務室」を拾っていることになります。

※１部屋分の拾いを入力することで、２階分と３階分を合わせた３部屋分が集計されます。

「個所」は１フロア―内での個所数を入力します。

上記例の場合、１階から３階まで、各階２個所の全く同じ内容の「事務室」を拾っていることになります。

※１部屋分の拾いを入力することで、２階分と３階分を合わせた６部屋分が集計されます。
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